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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1のセルでスケジューリング一対多（PTM）伝送を開始することを決定するように構成
された処理モジュールであって、前記スケジューリングPTM伝送は、前記第1のセルのユー
ザ機器（UE）が、スケジューリングPTM伝送資源でデータを受信できるようにするために
用いられる、処理モジュールと、
　前記第1のセルの前記UEに前記スケジューリングPTM伝送の構成情報を送信し、前記スケ
ジューリングPTM伝送資源で、前記構成情報の指示に従ってデータを送信するように構成
された送信モジュールであって、前記構成情報は、前記第1のセルの前記UEが、前記構成
情報の前記指示に従ってデータを受信できるようにするために用いられる、送信モジュー
ルと
　を備える基地局。
【請求項２】
　前記処理モジュールが前記第1のセルで前記スケジューリングPTM伝送を開始することを
決定する前に、上位ネットワーク装置が送信した、第1のセルのスケジューリングPTM伝送
開始の通知メッセージを受信するように構成された受信モジュールをさらに備え、
　前記上位ネットワーク装置は、マルチセル／マルチキャスト調整制御エンティティ（MC
E）、移動管理制御エンティティ（MME）、またはアプリケーションサーバを含み、
　前記処理モジュールは、前記受信モジュールが前記第1のセルのスケジューリングPTM伝
送開始の通知メッセージを受信したときに、前記第1のセルで前記スケジューリングPTM伝
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送を開始することを決定するように特に構成される、請求項1に記載の基地局。
【請求項３】
　前記受信モジュールは、前記上位ネットワーク装置が送信したマルチメディア・ブロー
ドキャスト・マルチキャスト・サービス（MBMS）タスク開始メッセージを受信するように
特に構成され、
　前記MBMSタスク開始メッセージは、前記第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通
知メッセージを含み、
　前記第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通知メッセージは、前記第1のセルの
識別情報、またはスケジューリングPTM伝送の指示情報を伝達する、請求項2に記載の基地
局。
【請求項４】
　前記スケジューリングPTM伝送の前記構成情報は、前記スケジューリングPTM伝送の無線
ネットワーク一時識別情報（RNTI）、前記スケジューリングPTM伝送に対応する一時マル
チキャストグループ識別情報（TMGI）、および／または前記スケジューリングPTM伝送で
用いられる資源構成情報を含み、
　前記スケジューリングPTM伝送の前記RNTIは、前記スケジューリングPTM伝送に用いられ
る前記RNTIを前記UEに指示するために用いられ、
　前記スケジューリングPTM伝送に対応する前記TMGIは、前記スケジューリングPTM伝送の
RNTIスケジューリングのMBMSサービス識別子を指示するために用いられ、
　前記スケジューリングPTM伝送で用いられる前記資源構成情報は、前記スケジューリン
グPTM伝送で用いられるサブフレームおよび／または周波数資源構成情報を含む、請求項1
から3のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項５】
　前記処理モジュールは、前記送信モジュールが前記第1のセルの前記UEに前記スケジュ
ーリングPTM伝送の前記構成情報を送信する前に、前記第1のセルに隣接するセルのスケジ
ューリングPTM伝送のサービスリストを決定するようにさらに構成され、
　前記送信モジュールは、前記第1のセルの前記UEに、前記スケジューリングPTM伝送の前
記構成情報、および前記第1のセルに前記隣接するセルの前記スケジューリングPTM伝送の
前記サービスリストを送信するように特に構成される、請求項1から4のいずれか一項に記
載の基地局。
【請求項６】
　ユーザ機器（UE）であって、
　基地局が送信したスケジューリング一対多（PTM）伝送の構成情報を受信するように構
成された受信モジュールと、
　前記構成情報の指示に従って、前記基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送信した
データを受信することを決定するように構成された処理モジュールと
　を備え、
　前記受信モジュールは、前記構成情報の前記指示に従って、前記基地局が前記スケジュ
ーリングPTM伝送資源で送信した前記データを受信するようにさらに構成される、ユーザ
機器。
【請求項７】
　前記スケジューリングPTM伝送の前記構成情報は、前記スケジューリングPTM伝送の無線
ネットワーク一時識別情報（RNTI）、前記スケジューリングPTM伝送に対応する一時マル
チキャストグループ識別情報（TMGI）、および／または前記スケジューリングPTM伝送で
用いられる資源構成情報を含み、
　前記スケジューリングPTM伝送の前記RNTIは、前記スケジューリングPTM伝送に用いられ
る前記RNTIを前記UEに指示するために用いられ、
　前記スケジューリングPTM伝送に対応する前記TMGIは、前記スケジューリングPTM伝送の
RNTIスケジューリングのマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャスト・サービス
（MBMS）サービス識別子を指示するために用いられ、
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　前記スケジューリングPTM伝送で用いられる前記資源構成情報は、前記スケジューリン
グPTM伝送で用いられるサブフレームおよび／または周波数資源構成情報を含む、請求項6
に記載のユーザ機器。
【請求項８】
　前記処理モジュールは、前記スケジューリングPTM伝送に対応する前記TMGIに従って、
前記基地局が前記スケジューリングPTM伝送資源で送信した前記データを受信することを
決定し、前記スケジューリングPTM伝送の前記RNTIに従って、前記基地局が前記スケジュ
ーリングPTM伝送資源で送信した前記データが用いるRNTIを受信することを決定するよう
にさらに構成され、
　前記受信モジュールは、前記RNTIに従って、前記スケジューリングPTM伝送で用いられ
る、前記資源構成情報が指示した伝送資源で、前記基地局が前記スケジューリングPTM伝
送資源で送信した前記データを受信するように特に構成される、請求項7に記載のユーザ
機器。
【請求項９】
　前記受信モジュールは、前記基地局が送信した前記スケジューリングPTM伝送の前記構
成情報、および前記UEが位置するセルに隣接するセルのスケジューリングPTM伝送のサー
ビスリストを受信するように特に構成され、
　前記処理モジュールは、前記UEが位置する前記セルに前記隣接するセルがスケジューリ
ングPTM伝送データを送信しているかどうかを判定し、前記UEが位置する前記セルから、
前記UEが位置する前記セルに前記隣接するセルに前記UEが移動したときに、前記UEが位置
する前記セルに前記隣接するセルが前記スケジューリングPTM伝送データを送信している
かどうかに従って、前記スケジューリングPTM伝送、またはユニキャストベアラのトリガ
成立によって、データ受信の継続を決定するようにさらに構成される、請求項6から8のい
ずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項１０】
　グループ通信方法であって、
　基地局により、第1のセルでスケジューリング一対多（PTM）伝送を開始することを決定
するステップであって、前記スケジューリングPTM伝送は、前記第1のセルのユーザ機器（
UE）が、スケジューリングPTM伝送資源でデータを受信できるようにするために用いられ
る、ステップと、
　前記基地局により、前記第1のセルの前記UEに前記スケジューリングPTM伝送の構成情報
を送信するステップであって、前記構成情報は、前記第1のセルの前記UEが、前記構成情
報の指示に従ってデータを受信できるようにするために用いられる、ステップと、
　前記基地局により、前記スケジューリングPTM伝送資源で、前記構成情報の前記指示に
従ってデータを送信するステップと
　を含む方法。
【請求項１１】
　基地局により、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定する前記ス
テップの前に、前記方法は、
　前記基地局により、上位ネットワーク装置が送信した、第1のセルのスケジューリングP
TM伝送開始の通知メッセージを受信するステップであって、前記上位ネットワーク装置が
、マルチセル／マルチキャスト調整制御エンティティ（MCE）、移動管理制御エンティテ
ィ（MME）、またはアプリケーションサーバを含む、ステップ
　をさらに含み、
　基地局により、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定する前記ス
テップは、
　前記基地局が前記第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通知メッセージを受信し
たときに、前記基地局により、前記第1のセルで前記スケジューリングPTM伝送を開始する
ことを決定するステップ
　を含む、請求項10に記載の方法。
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【請求項１２】
　前記基地局により、上位ネットワーク装置が送信した、第1のセルのスケジューリングP
TM伝送開始の通知メッセージを受信する前記ステップは、
　前記基地局により、前記上位ネットワーク装置が送信したマルチメディア・ブロードキ
ャスト・マルチキャスト・サービス（MBMS）タスク開始メッセージを受信するステップで
あって、前記MBMSタスク開始メッセージが、前記第1のセルのスケジューリングPTM伝送開
始の通知メッセージを含み、前記第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通知メッセ
ージが、前記第1のセルの識別情報、またはスケジューリングPTM伝送の指示情報を伝達す
る、ステップ
　を含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記スケジューリングPTM伝送の前記構成情報は、前記スケジューリングPTM伝送の無線
ネットワーク一時識別情報（RNTI）、前記スケジューリングPTM伝送に対応する一時マル
チキャストグループ識別情報（TMGI）、および／または前記スケジューリングPTM伝送で
用いられる資源構成情報を含み、
　前記スケジューリングPTM伝送の前記RNTIは、前記スケジューリングPTM伝送に用いられ
る前記RNTIを前記UEに指示するために用いられ、
　前記スケジューリングPTM伝送に対応する前記TMGIは、前記スケジューリングPTM伝送の
RNTIスケジューリングのMBMSサービス識別子を指示するために用いられ、
　前記スケジューリングPTM伝送で用いられる前記資源構成情報は、前記スケジューリン
グPTM伝送で用いられるサブフレームおよび／または周波数資源構成情報を含む、請求項1
0から12のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記基地局により、前記第1のセルの前記UEに前記スケジューリングPTM伝送の構成情報
を送信する前記ステップの前に、前記方法は、
　前記基地局により、前記第1のセルに隣接するセルのスケジューリングPTM伝送のサービ
スリストを決定するステップ
　をさらに含み、
　前記基地局により、前記第1のセルの前記UEに前記スケジューリングPTM伝送の構成情報
を送信する前記ステップは、
　前記基地局により、前記第1のセルの前記UEに、前記スケジューリングPTM伝送の前記構
成情報、および前記第1のセルに前記隣接するセルの前記スケジューリングPTM伝送の前記
サービスリストを送信するステップ
　を含む、請求項10から13のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　グループ通信方法であって、
　ユーザ機器（UE）により、基地局が送信したスケジューリング一対多（PTM）伝送の構
成情報を受信するステップと、
　前記UEにより、前記構成情報の指示に従って、前記基地局がスケジューリングPTM伝送
資源で送信したデータを受信するステップと
　を含む方法。
【請求項１６】
　前記スケジューリングPTM伝送の前記構成情報は、前記スケジューリングPTM伝送の無線
ネットワーク一時識別情報（RNTI）、前記スケジューリングPTM伝送に対応する一時マル
チキャストグループ識別情報（TMGI）、および／または前記スケジューリングPTM伝送で
用いられる資源構成情報を含み、
　前記スケジューリングPTM伝送の前記RNTIは、前記スケジューリングPTM伝送に用いられ
る前記RNTIを前記UEに指示するために用いられ、
　前記スケジューリングPTM伝送に対応する前記TMGIは、前記スケジューリングPTM伝送の
RNTIスケジューリングのマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャスト・サービス
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（MBMS）サービス識別子を指示するために用いられ、
　前記スケジューリングPTM伝送で用いられる前記資源構成情報は、前記スケジューリン
グPTM伝送で用いられるサブフレームおよび／または周波数資源構成情報を含む、請求項1
5に記載の方法。
【請求項１７】
　前記UEにより、前記構成情報の指示に従って、前記基地局がスケジューリングPTM伝送
資源で送信したデータを受信する前記ステップは、
　前記UEにより、前記スケジューリングPTM伝送に対応する前記TMGIに従って、前記基地
局が前記スケジューリングPTM伝送資源で送信した前記データを受信することを決定する
ステップと、
　前記UEにより、前記スケジューリングPTM伝送の前記RNTIに従って、前記基地局が前記
スケジューリングPTM伝送資源で送信した前記データが用いるRNTIを受信することを決定
するステップと、
　前記UEにより、前記RNTIに従って、前記スケジューリングPTM伝送で用いられる、前記
資源構成情報が指示した伝送資源で、前記基地局が前記スケジューリングPTM伝送資源で
送信した前記データを受信するステップと
　を含む、請求項16に記載の方法。
【請求項１８】
　UEにより、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信する前記ステ
ップは、
　前記UEにより、前記基地局が送信した前記スケジューリングPTM伝送の前記構成情報、
および前記UEが位置するセルに隣接するセルのスケジューリングPTM伝送のサービスリス
トを受信するステップと、
　前記UEにより、前記UEが位置する前記セルに前記隣接するセルがスケジューリングPTM
伝送データを送信しているかどうかを判定するステップと
　を含み、前記方法は、
　前記UEが位置する前記セルから、前記UEが位置する前記セルに前記隣接するセルに前記
UEが移動したときに、前記UEにより、前記UEが位置する前記セルに前記隣接するセルが前
記スケジューリングPTM伝送データを送信しているかどうかに従って、前記スケジューリ
ングPTM伝送、またはユニキャストベアラのトリガ成立によって、データ受信の継続を決
定するステップ
　をさらに含む、請求項15から17のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施態様は、無線通信技術の分野に関し、特に、グループ通信の方法および装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　グループ通信とは、複数のユーザ機器（User Equipment、UE）をグループ化して通信を
行う仕組みである。グループ通信の特徴は、グループ内の複数のUEが同一のデータを同時
に受信できることである。
【０００３】
　現行の音声通信では、グループ通信は一般にグループ通信サーバを用いて行われており
、グループ内の各UEは、グループ通信サーバへの信号接続および音声接続を確立する。グ
ループ通信サーバは、UEへの信号接続を用いることによって、上り音声を送信できるUEを
制御し、受信した上り音声をグループ内の別のUEに送信する。しかしながら、音声通信の
グループ通信では、各UEは、アクセスネットワーク側で個別の下り音声チャネルを必要と
する。グループ内の複数のUEが受信する下り音声が同一であるにもかかわらず、依然とし
て、1つの下り音声データを各UEに個別に送信する必要があり、アクセスネットワーク側
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で無線資源を浪費している。
【０００４】
　一方、無線通信には、一対多（Point to Multipoint、PTM）技術もある。PTMは一般に
、マルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャスト・サービス（Multimedia Broadca
st Multicast Service、MBMS）技術を用いて実装される。拡張マルチメディア・ブロード
キャスト・マルチキャスト・サービス（enhanced Multimedia Broadcast Multicast Serv
ice、eMBMS）技術は、ブロードキャストチャネルを用いて、複数のUEに同一のサービスを
配信するために用いられる技術であり、同一のサービスを受信するUEのグループは、同一
の下り構成を用いてサービスを受信し、各UEに対して個別のリンクを確立する必要はない
。
【０００５】
　しかしながら、現在のeMBMSは、マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワ
ーク（Multicast Broadcast Single Frequency Network、MBSFN）技術を用いており、領
域内の全てのセルが、同一の資源を用いてサービスを送信する。eMBMSを用いてグループ
通信を行う領域では、グループ内のUEが不均一に分布しており、一部のセルにユーザがほ
とんどあるいは全くいない可能性がある場合は、ユーザがほとんどあるいは全くいないセ
ルの無線資源の使用率が比較的低下する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施態様は、グループ通信の方法および装置を提供し、セル毎の粒度でグルー
プ通信を行えるようにすることによって、グループ通信で用いられる伝送資源を節約し、
資源の利用率を高める。
【０００７】
　第1の態様によれば、基地局が提供され、基地局は、
　第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定するように構成された処理
モジュールであって、スケジューリングPTM伝送は、第1のセルのユーザ機器（User Equip
ment、UE）が、スケジューリングPTM伝送資源でデータを受信できるようにするために用
いられる、処理モジュールと、
　第1のセルのUEにスケジューリングPTM伝送の構成情報を送信し、スケジューリングPTM
伝送資源で、構成情報の指示に従ってデータを送信するように構成された送信モジュール
であって、構成情報は、第1のセルのUEが、構成情報の指示に従ってデータを受信できる
ようにするために用いられる、送信モジュールとを備える。
【０００８】
　第1の態様に関連して、第1の態様の第1の可能な実装方法では、送信モジュールは、ス
ケジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従ってデータを送信する前に、MBMSゲ
ートウェイにマルチキャスト加入要求メッセージを送信するようにさらに構成され、
　基地局は、MBMSゲートウェイが送信したデータを受信するように構成された受信モジュ
ールをさらに備え、
　送信モジュールは、スケジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従って、MBMS
ゲートウェイから受信したデータを送信するように特に構成される。
【０００９】
　第1の態様、または第1の態様の第1の可能な実装方法に関連して、第1の態様の第2の可
能な実装方法では、受信モジュールは、処理モジュールが第1のセルでスケジューリングP
TM伝送を開始することを決定する前に、上位ネットワーク装置が送信した、第1のセルの
スケジューリングPTM伝送開始の通知メッセージを受信するようにさらに構成され、上位
ネットワーク装置は、MCE、MME、またはアプリケーションサーバを含み、
　処理モジュールは、受信モジュールが第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通知
メッセージを受信したときに、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決
定するように特に構成される。
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【００１０】
　第1の態様の第2の可能な実装方法に関連して、第1の態様の第3の可能な実装方法では、
受信モジュールは、上位ネットワーク装置が送信したMBMSタスク開始メッセージを受信す
るように特に構成され、MBMSタスク開始メッセージは、第1のセルのスケジューリングPTM
伝送開始の通知メッセージを含み、第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通知メッ
セージは、第1のセルの識別情報、またはスケジューリングPTM伝送の指示情報を伝達する
。
【００１１】
　第1の態様、または第1の態様の第1の可能な実装方法に関連して、第1の態様の第4の可
能な実装方法では、受信モジュールは、処理モジュールが第1のセルでスケジューリングP
TM伝送を開始することを決定する前に、上位ネットワーク装置が送信した第1のセルのUE
に関する情報を受信するようにさらに構成され、上位ネットワーク装置は、MCE、MME、ま
たはアプリケーションサーバを含み、
　処理モジュールは、第1のセルのUEの数が予め設定された閾値を超える場合は、第1のセ
ルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定するように特に構成される。
【００１２】
　第1の態様、または第1の態様の第1の可能な実装方法に関連して、第1の態様の第5の可
能な実装方法では、受信モジュールは、処理モジュールが第1のセルでスケジューリングP
TM伝送を開始することを決定する前に、第1のセルのUEが送信した第1の情報を受信するよ
うにさらに構成され、第1の情報は、UEが受信すると見込まれるグループサービス情報を
含み、
　処理モジュールは、第1のセルのUEが送信した第1の情報において、受信が見込まれる同
一のグループサービス情報の量が予め設定された閾値を超える場合は、第1のセルでスケ
ジューリングPTM伝送を開始することを決定するように特に構成され、スケジューリングP
TM伝送は、受信が見込まれ、かつその量が予め設定された閾値を超える、グループサービ
ス情報を伝送するために用いられる。
【００１３】
　第1の態様の任意の可能な実装方法から、第1の態様の第5の可能な実装方法までに関連
して、第1の態様の第6の可能な実装方法では、受信モジュールは、第1のセルのUEが送信
した第2の情報を受信するようにさらに構成され、第2の情報は、UEが第1のセルにハンド
オーバーするか、または第1のセルを再選択する前に、UEが位置していた元セルに関する
情報を含み、
　送信モジュールは、第2の情報を送信するUEの元セルが属する、元の基地局に第3の情報
を送信するようにさらに構成され、第3の情報は、第2の情報を送信するUEに関する情報を
含み、かつ第3の情報は、元の基地局が、受信が見込まれるグループサービス情報の量を
集計するときに、第2の情報を送信するUEを除外できるようにするために用いられる。
【００１４】
　第1の態様の任意の可能な実装方法から、第1の態様の第6の可能な実装方法までに関連
して、第1の態様の第7の可能な実装方法では、スケジューリングPTM伝送の構成情報には
、スケジューリングPTM伝送のRNTI、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGI、および／
またはスケジューリングPTM伝送で用いられる資源構成情報が含まれ、
　スケジューリングPTM伝送のRNTIは、スケジューリングPTM伝送に用いられるRNTIをUEに
示すために用いられ、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGIは、スケジューリングPTM
伝送のRNTIスケジューリングのMBMSサービス識別子を示すために用いられ、そしてスケジ
ューリングPTM伝送で用いられる資源構成情報は、スケジューリングPTM伝送で用いられる
サブフレームおよび／または周波数資源構成情報を含む。
【００１５】
　第1の態様の任意の可能な実装方法から、第1の態様の第7の可能な実装方法までに関連
して、第1の態様の第8の可能な実装方法では、処理モジュールは、送信モジュールが第1
のセルのUEにスケジューリングPTM伝送の構成情報を送信する前に、第1のセルに隣接する



(8) JP 6462124 B2 2019.1.30

10

20

30

40

50

セルのスケジューリングPTM伝送のサービスリストを決定するようにさらに構成され、
　送信モジュールは、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報、および第
1のセルに隣接するセルのスケジューリングPTM伝送のサービスリストを送信するように特
に構成される。
【００１６】
　第1の態様の任意の可能な実装方法から、第1の態様の第8の可能な実装方法までに関連
して、第1の態様の第9の可能な実装方法では、送信モジュールは、システム情報を用いて
、第1のセルのUEにスケジューリングPTM伝送の構成情報をブロードキャストするか、また
は専用のメッセージを用いて、第1のセルのUEにスケジューリングPTM伝送の構成情報を送
信するように特に構成される。
【００１７】
　第1の態様の第9の可能な実装方法に関連して、第1の態様の第10の可能な実装方法では
、送信モジュールは、システム情報を用いて、第1のセルのUEにスケジューリングPTM伝送
の構成情報をブロードキャストする前に、ページングメッセージを用いて、システム情報
からスケジューリングPTM伝送の構成情報を読み出すことを第1のセルのUEに命令するよう
にさらに構成され、ページングメッセージは、スケジューリングPTM伝送のRNTIを用い、
またはページングメッセージは、スケジューリングPTM伝送の構成情報を読み出すための
指示を含む。
【００１８】
　第2の態様によれば、ユーザ機器が提供され、ユーザ機器は、
　基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信するように構成された受
信モジュールと、
　構成情報の指示に従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送信したデータを
受信することを決定するように構成された処理モジュールとを備え、
　受信モジュールは、構成情報の指示に従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資源
で送信したデータを受信するようにさらに構成される。
【００１９】
　第2の態様に関連して、第2の態様の第1の可能な実装方法では、ユーザ機器は、
　受信モジュールが、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信する
前に、基地局に第1の情報を送信するように構成された送信モジュールをさらに備え、第1
の情報は、UEが受信すると見込まれるグループサービス情報を含み、かつ第1の情報は、
基地局が、UEが位置するセル内の各UEが送信した第1の情報に従って、UEが位置するセル
で、スケジューリングPTM伝送を開始するかどうかを決定できるようにするために用いら
れる。
【００２０】
　第2の態様、または第2の態様の第1の可能な実装方法に関連して、第2の態様の第2の可
能な実装方法では、送信モジュールは、基地局に第2の情報を送信するようにさらに構成
され、第2の情報は、UEが、UEが位置するセルにハンドオーバーするか、またはUEが位置
するセルを再選択する前に、UEが位置していた元セルに関する情報を含み、かつ第2の情
報は、基地局が、UEの元セルが属する元の基地局に第3の情報を送信できるようにするた
めに用いられ、第3の情報は、UEに関する情報を含み、かつ第3の情報は、受信が見込まれ
るグループサービス情報の量を集計するときに、元の基地局がそのUEを除外できるように
するために用いられる。
【００２１】
　第2の態様の任意の可能な実装方法から、第2の態様の第2の可能な実装方法までに関連
して、第2の態様の第3の可能な実装方法では、スケジューリングPTM伝送の構成情報は、
スケジューリングPTM伝送のRNTI、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGI、および／ま
たはスケジューリングPTM伝送で用いられる資源構成情報を含み、
　スケジューリングPTM伝送のRNTIは、スケジューリングPTM伝送に用いられるRNTIをUEに
示すために用いられ、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGIは、スケジューリングPTM
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伝送のRNTIスケジューリングのMBMSサービス識別子を示すために用いられ、そしてスケジ
ューリングPTM伝送で用いられる資源構成情報は、スケジューリングPTM伝送で用いられる
サブフレームおよび／または周波数資源構成情報を含む。
【００２２】
　第2の態様の第3の可能な実装方法に関連して、第2の態様の第4の可能な実装方法では、
処理モジュールは、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGIに従って、基地局がスケジ
ューリングPTM伝送資源で送信したデータを受信することを決定し、スケジューリングPTM
伝送のRNTIに従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送信したデータが用いるR
NTIを受信することを決定するように特に構成され、
　受信モジュールは、RNTIに従って、スケジューリングPTM伝送で用いられる、資源構成
情報が指示した伝送資源で、基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送信したデータを
受信するように特に構成される。
【００２３】
　第2の態様の任意の可能な実装方法から、第2の態様の第4の可能な実装方法までに関連
して、第2の態様の第5の可能な実装方法では、受信モジュールは、基地局が送信したスケ
ジューリングPTM伝送の構成情報、およびUEが位置するセルに隣接するセルのスケジュー
リングPTM伝送のサービスリストを受信するように特に構成され、
　処理モジュールは、UEが位置するセルに隣接するセルがスケジューリングPTM伝送デー
タを送信しているかどうかを判定し、UEが位置するセルから、UEが位置するセルに隣接す
るセルにUEが移動したときに、UEが位置するセルに隣接するセルがスケジューリングPTM
伝送データを送信しているかどうかに従って、スケジューリングPTM伝送、またはユニキ
ャストベアラのトリガ成立によって、データ受信の継続を決定するようにさらに構成され
る。
【００２４】
　第2の態様の任意の可能な実装方法から、第2の態様の第5の可能な実装方法までに関連
して、第2の態様の第6の可能な実装方法では、受信モジュールは、システム情報を用いて
、UEが位置するセルで、基地局がブロードキャストしたスケジューリングPTM伝送の構成
情報を受信するか、または専用のメッセージを用いて、基地局が送信したスケジューリン
グPTM伝送の構成情報を受信するように特に構成される。
【００２５】
　第2の態様の第6の可能な実装方法に関連して、第2の態様の第7の可能な実装方法では、
受信モジュールは、システム情報を用いて、UEが位置するセルで、基地局がブロードキャ
ストしたスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信する前に、基地局が送信したページ
ングメッセージを受信するようにさらに構成され、ページングメッセージは、システム情
報からスケジューリングPTM伝送の構成情報を読み出すことをUEに命令するために用いら
れ、かつページングメッセージは、スケジューリングPTM伝送のRNTIを用い、またはペー
ジングメッセージは、スケジューリングPTM伝送の構成情報を読み出すための指示を含む
。
【００２６】
　第3の態様によれば、グループ通信の方法が提供され、本方法は、
　基地局により、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定するステッ
プであって、スケジューリングPTM伝送は、第1のセルのユーザ機器（User Equipment、UE
）が、スケジューリングPTM伝送資源でデータを受信できるようにするために用いられる
、ステップと、
　基地局により、第1のセルのUEにスケジューリングPTM伝送の構成情報を送信するステッ
プであって、構成情報は、第1のセルのUEが、構成情報の指示に従ってデータを受信でき
るようにするために用いられる、ステップと、
　基地局により、スケジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従ってデータを送
信するステップとを含む。
【００２７】
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　第3の態様に関連して、第3の態様の第1の可能な実装方法では、基地局により、スケジ
ューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従ってデータを送信するステップの前に、
本方法は、
　基地局により、MBMSゲートウェイにマルチキャスト加入要求メッセージを送信するステ
ップと、
　基地局により、MBMSゲートウェイが送信したデータを受信するステップとをさらに含み
、
　基地局により、スケジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従ってデータを送
信するステップは、
　基地局により、スケジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従って、MBMSゲー
トウェイから受信したデータを送信するステップを含む。
【００２８】
　第3の態様、または第3の態様の第1の可能な実装方法に関連して、第3の態様の第2の可
能な実装方法では、基地局により、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始すること
を決定するステップの前に、本方法は、
　基地局により、上位ネットワーク装置が送信した、第1のセルのスケジューリングPTM伝
送開始の通知メッセージを受信するステップであって、上位ネットワーク装置は、MCE、M
ME、またはアプリケーションサーバを含む、ステップを含み、
　基地局により、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定するステッ
プは、
　基地局が第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通知メッセージを受信したときに
、基地局により、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定するステッ
プを含む。
【００２９】
　第3の態様の第2の可能な実装方法に関連して、第3の態様の第3の可能な実装方法では、
基地局により、上位ネットワーク装置が送信した、第1のセルのスケジューリングPTM伝送
開始の通知メッセージを受信するステップは、
　基地局により、上位ネットワーク装置が送信したMBMSタスク開始メッセージを受信する
ステップであって、MBMSタスク開始メッセージが、第1のセルのスケジューリングPTM伝送
開始の通知メッセージを含み、第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通知メッセー
ジが、第1のセルの識別情報、またはスケジューリングPTM伝送の指示情報を伝達する、ス
テップを含む。
【００３０】
　第3の態様、または第3の態様の第1の可能な実装方法に関連して、第3の態様の第4の可
能な実装方法では、基地局により、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始すること
を決定するステップの前に、本方法は、
　基地局により、上位ネットワーク装置が送信した、第1のセルのUEに関する情報を受信
するステップであって、上位ネットワーク装置は、MCE、MME、またはアプリケーションサ
ーバを含む、ステップをさらに含み、
　基地局により、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定するステッ
プは、
　第1のセルのUEの数が予め設定された閾値を超える場合は、基地局により、第1のセルで
スケジューリングPTM伝送を開始することを決定するステップを含む。
【００３１】
　第3の態様、または第3の態様の第1の可能な実装方法に関連して、第3の態様の第5の可
能な実装方法では、基地局により、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始すること
を決定するステップの前に、本方法は、
　基地局により、第1のセルのUEが送信した第1の情報を受信するステップであって、第1
の情報は、UEが受信すると見込まれるグループサービス情報を含む、ステップをさらに含
み、
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　基地局により、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定するステッ
プは、
　第1のセルのUEが送信した第1の情報において、受信が見込まれる同一のグループサービ
ス情報の量が予め設定された閾値を超える場合は、基地局により、第1のセルでスケジュ
ーリングPTM伝送を開始することを決定するステップであって、スケジューリングPTM伝送
は、受信が見込まれ、かつその量が予め設定された閾値を超える、グループサービス情報
を伝送するために用いられる、ステップを含む。
【００３２】
　第3の態様の任意の可能な実装方法から、第3の態様の第5の可能な実装方法までに関連
して、第3の態様の第6の可能な実装方法において、本方法は、
　基地局により、第1のセルのUEが送信した第2の情報を受信するステップであって、第2
の情報は、UEが第1のセルにハンドオーバーするか、または第1のセルを再選択する前に、
UEが位置していた元セルに関する情報を含む、ステップと、
　基地局により、第2の情報を送信するUEの元セルが属する、元の基地局に第3の情報を送
信するステップであって、第3の情報は、第2の情報を送信するUEに関する情報を含み、か
つ第3の情報は、元の基地局が、受信が見込まれるグループサービス情報の量を集計する
ときに、第2の情報を送信するUEを除外できるようにするために用いられる、ステップと
を含む。
【００３３】
　第3の態様の任意の可能な実装方法から、第3の態様の第6の可能な実装方法までに関連
して、第3の態様の第7の可能な実装方法では、スケジューリングPTM伝送の構成情報は、
スケジューリングPTM伝送のRNTI、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGI、および／ま
たはスケジューリングPTM伝送で用いられる資源構成情報を含み、
　スケジューリングPTM伝送のRNTIは、スケジューリングPTM伝送に用いられるRNTIをUEに
示すために用いられ、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGIは、スケジューリングPTM
伝送のRNTIスケジューリングのMBMSサービス識別子を示すために用いられ、そしてスケジ
ューリングPTM伝送で用いられる資源構成情報は、スケジューリングPTM伝送で用いられる
サブフレームおよび／または周波数資源構成情報を含む。
【００３４】
　第3の態様の任意の可能な実装方法から、第3の態様の第7の可能な実装方法までに関連
して、第3の態様の第8の可能な実装方法では、基地局により、第1のセルのUEにスケジュ
ーリングPTM伝送の構成情報を送信するステップの前に、本方法は、
　基地局により、第1のセルに隣接するセルのスケジューリングPTM伝送のサービスリスト
を決定するステップをさらに含み、
　基地局により、第1のセルのUEにスケジューリングPTM伝送の構成情報を送信するステッ
プは、
　基地局により、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報、および第1の
セルに隣接するセルのスケジューリングPTM伝送のサービスリストを送信するステップを
含む。
【００３５】
　第3の態様の任意の可能な実装方法から、第3の態様の第8の可能な実装方法までに関連
して、第3の態様の第9の可能な実装方法では、基地局により、第1のセルのUEにスケジュ
ーリングPTM伝送の構成情報を送信するステップは、
　基地局により、システム情報を用いて、第1のセルのUEにスケジューリングPTM伝送の構
成情報をブロードキャストするステップ、または
　基地局により、専用のメッセージを用いて、第1のセルのUEにスケジューリングPTM伝送
の構成情報を送信するステップを含む。
【００３６】
　第3の態様の第9の可能な実装方法に関連して、第3の態様の第10の可能な実装方法では
、基地局により、システム情報を用いて、第1のセルのUEにスケジューリングPTM伝送の構
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成情報をブロードキャストするステップの前に、本方法は、
　基地局により、ページングメッセージを用いて、システム情報からスケジューリングPT
M伝送の構成情報を読み出すことを第1のセルのUEに命令するステップであって、ページン
グメッセージは、スケジューリングPTM伝送のRNTIを用い、またはページングメッセージ
は、スケジューリングPTM伝送の構成情報を読み出すための指示を含む、ステップをさら
に含む。
【００３７】
　第4の態様によれば、グループ通信方法が提供され、本方法は、
　UEにより、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信するステップ
と、
　UEにより、構成情報の指示に従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送信し
たデータを受信するステップとを含む。
【００３８】
　第4の態様に関連して、第4の態様の第1の可能な実装方法では、UEにより、基地局が送
信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信するステップの前に、本方法は、
　UEにより、基地局に第1の情報を送信するステップであって、第1の情報は、UEが受信す
ると見込まれるグループサービス情報を含み、かつ第1の情報は、UEが位置するセル内の
各UEが送信した第1の情報に従って、UEが位置するセルで、スケジューリングPTM伝送を開
始するかどうかを、基地局が決定できるようにするために用いられる、ステップをさらに
含む。
【００３９】
　第4の態様、または第4の態様の第1の可能な実装方法に関連して、第4の態様の第2の可
能な実装方法では、本方法は、
　UEにより、基地局に第2の情報を送信するステップであって、第2の情報は、UEが、UEが
位置するセルにハンドオーバーするか、またはUEが位置するセルを再選択する前に、UEが
位置していた元セルに関する情報を含み、かつ第2の情報は、基地局が、UEの元セルが属
する元の基地局に第3の情報を送信できるようにするために用いられ、第3の情報は、その
UEに関する情報を含み、かつ第3の情報は、受信が見込まれるグループサービス情報の量
を集計するときに、元の基地局がそのUEを除外できるようにするために用いられる、ステ
ップをさらに含む。
【００４０】
　第4の態様の任意の可能な実装方法から、第4の態様の第2の可能な実装方法までに関連
して、第4の態様の第3の可能な実装方法では、スケジューリングPTM伝送の構成情報は、
スケジューリングPTM伝送のRNTI、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGI、および／ま
たはスケジューリングPTM伝送で用いられる資源構成情報を含み、
　スケジューリングPTM伝送のRNTIは、スケジューリングPTM伝送に用いられるRNTIをUEに
示すために用いられ、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGIは、スケジューリングPTM
伝送のRNTIスケジューリングのMBMSサービス識別子を示すために用いられ、そしてスケジ
ューリングPTM伝送で用いられる資源構成情報は、スケジューリングPTM伝送で用いられる
サブフレームおよび／または周波数資源構成情報を含む。
【００４１】
　第4の態様の第3の可能な実装方法に関連して、第4の態様の第4の可能な実装方法では、
UEにより、構成情報の指示に従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送信した
データを受信するステップは、
　UEにより、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGIに従って、基地局がスケジューリ
ングPTM伝送資源で送信したデータを受信することを決定するステップと、
　UEにより、スケジューリングPTM伝送のRNTIに従って、基地局がスケジューリングPTM伝
送資源で送信したデータが用いるRNTIを受信することを決定するステップと、
　UEにより、RNTIに従って、スケジューリングPTM伝送で用いられる、資源構成情報が指
示した伝送資源で、基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送信したデータを受信する
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ステップとを含む。
【００４２】
　第4の態様の任意の可能な実装方法から、第4の態様の第4の可能な実装方法までに関連
して、第4の態様の第5の可能な実装方法では、UEにより、基地局が送信したスケジューリ
ングPTM伝送の構成情報を受信するステップは、
　UEにより、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報、およびUEが位置す
るセルに隣接するセルのスケジューリングPTM伝送のサービスリストを受信するステップ
と、
　UEにより、UEが位置するセルに隣接するセルがスケジューリングPTM伝送データを送信
しているかどうかを判定するステップとを含み、
　本方法は、
　UEが位置するセルから、UEが位置するセルに隣接するセルにUEが移動したときに、UEに
より、UEが位置するセルに隣接するセルがスケジューリングPTM伝送データを送信してい
るかどうかに従って、スケジューリングPTM伝送、またはユニキャストベアラのトリガ成
立によって、データ受信の継続を決定するステップをさらに含む。
【００４３】
　第4の態様の任意の可能な実装方法から、第4の態様の第5の可能な実装方法までに関連
して、第4の態様の第6の可能な実装方法では、UEにより、基地局が送信したスケジューリ
ングPTM伝送の構成情報を受信するステップは、
　UEにより、システム情報を用いて、UEが位置するセルで、基地局がブロードキャストし
たスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信するステップ、または
　UEにより、専用のメッセージを用いて、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の
構成情報を受信するステップを含む。
【００４４】
　第4の態様の第6の可能な実装方法に関連して、第4の態様の第7の可能な実装方法では、
UEにより、システム情報を用いて、UEが位置するセルで、基地局がブロードキャストした
スケジューリングPTM伝送の構成情報を受信することの前に、本方法は、
　UEにより、基地局が送信したページングメッセージを受信するステップであって、ペー
ジングメッセージは、システム情報からスケジューリングPTM伝送の構成情報を読み出す
ことをUEに命令するために用いられ、かつページングメッセージは、スケジューリングPT
M伝送のRNTIを用い、またはページングメッセージは、スケジューリングPTM伝送の構成情
報を読み出すための指示を含む、ステップをさらに含む。
【００４５】
　本発明の実施態様で提供される、グループ通信の方法および装置を用いて、基地局は、
第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定し、次に、スケジューリング
PTM伝送の構成情報を第1のセルのUEに送信し、そしてスケジューリングPTM伝送資源で、
構成情報の指示に従ってデータを送信し、その結果、基地局は、セル毎の粒度でPTM伝送
を行うことができ、これによって、伝送資源を節約して、資源の利用率を高める。
【００４６】
　本発明、または従来技術の実施形態における技術的解決策をより明確に説明するために
、本実施形態または先行技術の説明に必要な添付の図面について、以下で簡単に説明する
。以下の説明における添付の図面が、単に本発明のいくつかの実施形態を示すのみである
ことは明らかであり、当業者であれば、創造的な努力をすることなく、これらの添付の図
面から他の図面をさらに導き出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】音声通信における、グループ通信システムのアーキテクチャの概略図である。
【図２】MBMSシステムのアーキテクチャの概略図である。
【図３】本発明の実施形態による、基地局の実施形態1の概略構造図である。
【図４】本発明の実施形態による、基地局の実施形態2の概略構造図である。
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【図５】本発明の実施形態による、UEの実施形態1の概略構造図である。
【図６】本発明の実施形態による、UEの実施形態2の概略構造図である。
【図７】本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態1のフローチャートであ
る。
【図８】本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態2のフローチャートであ
る。
【図９】本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態3のフローチャートであ
る。
【図１０】本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態4のフローチャートで
ある。
【図１１】本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態5のフローチャートで
ある。
【図１２】本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態6のフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　本発明の目的、技術的解決策、および利点をより明確にするために、以下において、本
発明の実施形態における技術的解決策について、本発明の実施形態の添付の図面を参照し
ながら、明確かつ十分に説明する。説明されている実施形態は、本発明の実施形態の全て
ではなく、一部であることは明らかである。本発明の実施形態に基づいて、当業者が創造
的な努力をすることなく得た他の全ての実施形態は、本発明の保護の範囲に属する。
【００４９】
　図1は、音声通信における、グループ通信システムのアーキテクチャの概略図である。
図1に示すように、グループ通信サーバ11と、複数の基地局と、複数のUEとを有するネッ
トワークが設定されており、図1では、基地局12および基地局13の2つの基地局が図示のた
めの例として用いられ、かつUE14～UE18までの5つのUEが図示のための例として用いられ
ている。UE14、UE15およびUE16は、基地局12にアクセスし、UE17およびUE18は、基地局13
にアクセスする。
【００５０】
　図1に示すシステムでは、複数のUEを1つのグループとし、UE14～UE18までは、互いにグ
ループ通信を行ってもよい。しかしながら、図1に示すシステムでは、UEのグループのう
ち、一度に1つのみしか音声データを送信することができず、他のUEは、そのUEの音声デ
ータを受信する。例えば、UE14が基地局12に音声データを送信すると、基地局12は、その
音声データをグループ通信サーバ11に送信する。次に、グループ通信サーバ11は、基地局
12と基地局13とに音声データを送信し、次に、基地局12と基地局13とが、UE15、UE16、UE
17、およびUE18に音声データを個別に送信する。図1に示すシステムでは、アクセスネッ
トワーク側で、各UEが個別の下り音声チャネルを必要とするため、アクセスネットワーク
側で資源が浪費される。
【００５１】
　図2は、MBMSシステムのアーキテクチャの概略図である。図2に示すように、ブロードキ
ャスト・マルチキャスト・サービスセンター（Broadcast Multicast Service Center、BM
SC）21、マルチセル／マルチキャスト調整制御エンティティ（Multi－Cell／Multicast C
oordination Entity、MCE）22、複数の基地局、および複数のUEを有するネットワークが
設定されており、図2では、基地局23と基地局24との2つの基地局が図示のための例として
用いられ、かつUE25～UE29までの5つのUEが図示のための例として用いられている。UE25
、UE26およびUE27は、基地局23にアクセスし、UE28およびUE29は、基地局24にアクセスす
る。
【００５２】
　図2に示すシステムでは、複数のUEを1つのグループとし、UE25～UE29までは、同一のブ
ロードキャスト・マルチキャスト・データを受信することができる。BMSC21は、ブロード
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キャスト・マルチキャスト・データを基地局23および基地局24に送信し、MCE22は、基地
局のブロードキャスト・マルチキャスト・データを調整するように構成される。基地局は
、物理マルチキャストチャネル（Physical Multicast Channel、PMCH）を用いて、ブロー
ドキャスト・マルチキャスト・データをUEに送信する。しかしながら、図2に示すシステ
ムでは、基地局がUEに送信するブロードキャスト・マルチキャスト・データは同一である
。ネットワーク上で、UEに接続していない基地局、またはUEに接続していない、基地局の
セルが存在する場合、基地局は、BMSCによって送信されたブロードキャスト・マルチキャ
スト・データをなお受信する必要があり、かつPMCHにブロードキャスト・マルチキャスト
・データをなお送信する必要がある。これにより、無線資源の効率が比較的低下する。
【００５３】
　要約すると、現在のグループ通信方法には全て欠点があり、無線資源を浪費し、あるい
は無線資源の使用率が比較的低下する原因となっている。
【００５４】
　図3は、本発明の実施形態による、基地局の実施形態1の概略構造図である。図3に示す
ように、この実施形態の基地局は、
　第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定するように構成された、処
理モジュール31であって、スケジューリングPTM伝送は、第1のセルのユーザ機器（UE）が
、スケジューリングPTM伝送資源でデータを受信できるようにするために用いられる、処
理モジュール31と、
　送信モジュール32であって、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報を
送信するように構成され、構成情報は、第1のセルのUEが、構成情報の指示に従ってデー
タを受信できるようにするために用いられ、かつスケジューリングPTM伝送資源で、構成
情報の指示に従ってデータを送信するように構成される、送信モジュール32とを備える。
【００５５】
　具体的には、本実施形態で提供される基地局は、図2に示すMBMSシステムアーキテクチ
ャに適用される。基地局は、処理モジュール31と、送信モジュール32とを備える。処理モ
ジュール31は、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定するように構
成され、送信モジュール32は、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報を
送信するように、かつスケジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従ってデータ
を送信するように構成される。
【００５６】
　現行のMBMS技術では、PTM伝送を行う必要があるときに、全ての基地局がBMSCからブロ
ードキャスト・マルチキャスト・データを受信し、かつ各基地局が、提供された全てのセ
ルで、ブロードキャスト・マルチキャスト・データを送信しており、資源の利用率を低下
させる原因になっている。しかしながら、この実施形態で提供される基地局では、まず最
初に、処理モジュール31が、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定
し、次に、送信モジュール32が、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報
を送信し、最後に、送信モジュール32が、スケジューリングPTM伝送資源でデータを送信
する。したがって、PTC伝送をセル毎の粒度で行うことができ、ネットワーク全体でPTC伝
送を行う必要はない。スケジューリングPTM伝送は、第1のセルのUEが、スケジューリング
PTM伝送資源で、データを受信できるようにするために用いられる。言い換えれば、スケ
ジューリングPTM伝送の目的は、セル毎の粒度でPTM伝送を行うことである。1つの基地局
が複数のセルを提供してもよく、決定モジュール31は、各セルのUEの状態、例えばUEデー
タまたはUEの要件、その他特定の条件によって、セルでスケジューリングPTM伝送を開始
するかどうかを決定することができる。
【００５７】
　スケジューリングPTM伝送は、第1のセルのUEに対して行われる。したがって、図2に示
すMBMSとは異なり、処理モジュール31が、第1のセルでPTM伝送を開始することを決定した
後に、基地局はさらに、PTM伝送が行われることを第1のセルのUEに通知する必要がある。
送信モジュール32は、まず、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報を送
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信し、スケジューリングPTM伝送の構成情報によって、第1のセルのUEは、基地局がスケジ
ューリングPTM伝送を行うことを知り、かつスケジューリングPTM伝送データを受信するた
めの、関連する構成情報を知ることが可能になる。次に、送信モジュール32は、スケジュ
ーリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従ってデータを送信することができる。
【００５８】
　この実施形態で提供される基地局は、セル毎の粒度でPTM伝送を行う。したがって、基
地局が、あるセルでPTM伝送を行う必要がないと判定したときは、基地局は、そのセルで
スケジューリングPTM伝送を開始せず、その結果、そのセルにはPTM伝送用の伝送資源を割
り当てる必要がなく、これによって、伝送資源を節約して、資源の利用率を高める。
【００５９】
　この実施形態で提供する基地局は、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始するこ
とを決定し、次に、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報を送信し、そ
してスケジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従ってデータを送信し、その結
果、基地局は、セル毎の粒度でPTM伝送を行うことができ、これによって、伝送資源を節
約して、資源の利用率を高める。
【００６０】
　図4は、本発明の実施形態による、基地局の実施形態2の概略構造図である。図4に示す
ように、図3に基づいて、この実施形態における基地局は、MBMSゲートウェイが送信した
データを受信するように構成された、受信モジュール33をさらに備える。
【００６１】
　送信モジュール32は、スケジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従ってデー
タを送信する前に、MBMSゲートウェイにマルチキャスト加入要求メッセージを送信するよ
うにさらに構成される。
【００６２】
　具体的には、処理モジュール31が第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始すること
を決定した後に、基地局が別のセルでスケジューリングPTM伝送を開始していたときは、
基地局は、MBMSゲートウェイが送信したPTMデータを受信しており、送信モジュール32を
用いて、PTMデータを別のセルに送信する。この場合、処理モジュール31が、第1のセルで
スケジューリングPTM伝送を開始することを決定したときに、基地局は、第1のセルで送信
モジュール32を用いて、MBMSゲートウェイから受信したPTMデータを直接送信してもよい
。
【００６３】
　基地局が、まだ別のセルでスケジューリングPTM伝送を開始していない場合は、スケジ
ューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従ってデータを送信する前に、送信モジュ
ール32は、MBMSゲートウェイにマルチキャスト加入要求メッセージを送信することがさら
に必要になる。言い換えれば、基地局がいずれのセルでもスケジューリングPTM伝送をま
だ開始していない場合、基地局は、マルチキャストサービスへの加入を要求するために、
送信モジュール32を用いて、まずマルチキャスト加入要求メッセージをMBMSゲートウェイ
に送信する必要がある。次に、受信モジュール33が、MBMSゲートウェイが送信したデータ
を受信し、ここでデータはPTMデータである。この事例では、送信モジュール32は、スケ
ジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従って、MBMSゲートウェイから受信した
データを送信することができる。
【００６４】
　図3に示す実施形態に基づいて、この実施形態で提供される基地局は、マルチキャスト
サービスに加入していなかった基地局が、グループ通信を行えるようにする。
【００６５】
　なお、図3または図4に示す実施形態では、処理モジュール31が、第1のセルでスケジュ
ーリングPTM伝送を開始することを決定するための複数のトリガ条件が存在してもよく、
これについては、後述において1つずつ個別に説明する。
【００６６】
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　第1の事例では、上位ネットワーク装置が、第1のセルでPTM伝送を開始することを決定
し、基地局は、上位ネットワーク装置の指示に従って、第1のセルでPTM伝送を開始する。
上位ネットワーク装置には、MCE、移動性管理制御エンティティ（Mobility Management E
ntity、MME）、アプリケーションサーバ等が含まれる。
【００６７】
　この事例では、受信モジュール33は、処理モジュール31が第1のセルでスケジューリン
グPTM伝送を開始することを決定する前に、上位ネットワーク装置が送信した、第1のセル
のスケジューリングPTM伝送開始の通知メッセージを受信するようにさらに構成され、処
理モジュール31は、受信モジュール33が第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通知
メッセージを受信したときに、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決
定するように特に構成される。
【００６８】
　具体的には、上位ネットワーク装置は、UEの位置情報を収集し、かつ上位ネットワーク
装置は、収集したUEの位置情報に従って、PTM伝送を開始するかどうかを決定する。上位
ネットワーク装置は、各セルのカバー領域を知ることができ、したがって、収集したUEの
位置情報に従って、UEが位置するセルを決定することができる。上位ネットワーク装置は
、各セルのUEの数に従って、セルでスケジューリングPTM伝送を開始するかどうかを決定
してもよい。セル内のUEの数が、予め設定された閾値を超える場合、上位ネットワーク装
置は、セルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定してもよい。受信モジュー
ル33が、上位ネットワーク装置が送信した第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通
知メッセージを受信した後に、処理モジュール31は、セルでスケジューリングPTM伝送を
開始することを決定してもよい。上位ネットワーク装置は、第1のセルのUEの数に従って
、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始するかどうかを決定してもよく、第1のセ
ルのUEの数が予め設定された閾値を超えるときのみ、第1のセルでスケジューリングPTM伝
送を開始することを基地局に命令する。したがって、セルに極端に少数のUEしか存在しな
いか、またはUEが全く存在しないときは、基地局は、上位ネットワーク装置が送信したス
ケジューリングPTM伝送開始の通知メッセージを受信せず、UEが全く存在しないか、また
は極端に少数のUEしか存在しないセルでPTM伝送を開始することが原因で、資源効率が極
端に低下する問題を回避する。
【００６９】
　また、受信モジュール33は、上位ネットワーク装置が送信したMBMSタスク開始メッセー
ジを受信するように特に構成され、MBMSタスク開始メッセージは、第1のセルのスケジュ
ーリングPTM伝送開始の通知メッセージを含み、第1のセルのスケジューリングPTM伝送開
始の通知メッセージは、第1のセルの識別情報、またはスケジューリングPTM伝送の指示情
報を伝達する。言い換えれば、上位ネットワーク装置が基地局にスケジューリングPTM伝
送の開始を命令する方法は、MBMSタスク開始（MBMS session start）メッセージを基地局
に送信することであってもよい。必要に応じて、MBMSタスク開始メッセージは、第1のセ
ルの識別情報、またはスケジューリングPTM伝送の指示情報を伝達してもよく、その結果
、受信モジュール33が、上位ネットワーク装置が送信したMBMSタスク開始メッセージを受
信した後に、決定モジュール31が、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始すること
を決定する。
【００７０】
　第2の事例では、上位ネットワーク装置がUE情報を収集し、基地局が上位ネットワーク
装置から送信されたUE情報を受信し、そして基地局は、UE情報に従って、第1のセルでPTM
伝送を開始することを決定する。
【００７１】
　この事例では、受信モジュール33は、処理モジュール31が第1のセルでスケジューリン
グPTM伝送を開始することを決定する前に、第1のセルのUEに関する情報であって、上位ネ
ットワーク装置が送信した情報を受信するようにさらに構成され、処理モジュール31は、
第1のセルのUEの数が予め設定した閾値を超える場合は、第1のセルでスケジューリングPT
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M伝送を開始することを決定するように特に構成される。
【００７２】
　具体的には、上位ネットワーク装置は、UE情報を収集し、この情報は、これに限定され
ないが、UEの位置情報を含む。上位ネットワーク装置は、収集したUE情報を、UEを配下に
持つ基地局に送信する。基地局の受信モジュール33が、上位ネットワーク装置が送信した
UE情報を受信した後に、第1のセルに位置するUEを決定することができる。次に、処理モ
ジュール31は、第1のセルにあるUEの数を決定する。第1のセルのUEの数が予め設定された
閾値を超えるとき、処理モジュール31は、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始す
ることを決定する。基地局の処理モジュール31は、第1のセルのUEの数に従って、第1のセ
ルでスケジューリングPTM伝送を開始するかどうかを決定し、第1のセルのUEの数が予め設
定された閾値を超えるときのみ、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを
決定する。したがって、セルに極端に少数のUEしか存在しないか、またはUEが全く存在し
ないときは、処理モジュール31は、セルでPTM伝送を開始することを決定せず、UEが全く
存在しないか、または極端に少数のUEしか存在しないセルでPTM伝送を開始することが原
因で、資源効率が極端に低下する問題を回避する。
【００７３】
　第2の事例では、基地局の配下のUEは、UEが関与するグループサービス情報を基地局に
送信し、基地局は、UEが関与し、UEが関与を報告したグループサービス情報に基づいて、
第1のセルでPTM伝送を開始することを決定する。
【００７４】
　この事例では、受信モジュール33は、処理モジュール31が第1のセルでスケジューリン
グPTM伝送を開始することを決定する前に、第1のセルのUEが送信した第1の情報を受信す
るようにさらに構成され、第1の情報は、UEが受信すると見込まれるグループサービス情
報を含み、処理モジュール31は、第1のセルのUEが送信した第1の情報において、受信が見
込まれる同一のグループサービス情報の量が、予め設定された閾値を超える場合は、第1
のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定するように特に構成され、スケ
ジューリングPTM伝送は、受信が見込まれ、かつその量が予め設定した閾値を超える、グ
ループサービス情報を伝送するために用いられる。
【００７５】
　具体的には、基地局の配下のUEは全て、音声型情報、テキスト型情報、映像型情報、ま
たは別の分類方法で分類されたグループサービス情報等の、UEが関与するグループサービ
ス情報を基地局に送信してもよく、この情報は、第1の情報と呼ばれる。受信モジュール3
3は、UEが送信した第1の情報を受信した後に、第1のセルに位置するUEが送信した第1の情
報を収集し、次に、処理モジュール31が、第1のセルのUEが送信した第1の情報において、
受信が見込まれる同一のグループサービス情報の量が、予め設定された閾値を超えるかど
うかを判定する。この量が予め設定された閾値を超える場合、処理モジュール31は、第1
のセルのUEの中で、多数のユーザが特定のグループサービス情報を受信する見込みである
と判定することができ、したがって、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始するこ
とを決定してもよい。また、スケジューリングPTM伝送は、受信が見込まれ、かつその量
が予め設定された閾値を超える、グループサービス情報を伝送するために用いられる。基
地局の処理モジュール31は、第1のセルのUEが受信すると見込まれるグループサービス情
報に従って、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始するかどうかを決定し、第1の
セルのUEが受信すると見込まれる同一のグループサービス情報の量が、予め設定された閾
値を超えるときのみ、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定する。
したがって、セルにおいて、UEが受信すると見込まれる同一のグループサービス情報の量
が極端に少ないか、またはUEが受信すると見込まれる同一のグループサービス情報が全く
存在しないときは、処理モジュール31は、セルでPTM伝送を開始することを決定せず、UE
が全く存在しないか、または極端に少数のUEしか存在しないセルでPTM伝送を開始するこ
とが原因で、資源効率が極端に低下する問題を回避する。
【００７６】
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　また、図4に示す実施形態では、受信モジュール33は、第1のセルのUEが送信した第2の
情報を受信するようにさらに構成され、第2の情報は、UEが第1のセルにハンドオーバーす
るか、または第1のセルを再選択する前に、UEが位置していた元セルに関する情報を含み
、送信モジュール32は、第2の情報を送信するUEの元セルが属する、元の基地局に第3の情
報を送信するようにさらに構成され、第3の情報は、第2の情報を送信するUEに関する情報
を含み、かつ第3の情報は、元の基地局が、受信が見込まれるグループサービス情報の量
を集計するときに、第2の情報を送信するUEを除外できるようにするために用いられる。
【００７７】
　具体的には、移動体通信において、UEは移動状態であってもよく、したがってUEは、セ
ル間でハンドオーバーされる場合がある。本発明のこの実施形態の事例を参照すると、基
地局がセル内のUEにグループ通信サービスを提供するときに、セル内のUEがセルから移動
した場合は、基地局はUEにグループ通信サービスを提供することができない。前述の第2
または第3の事例では、基地局は、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始するかど
うかを決定し、したがって、セル内のUEの数を数えるか、またはUEが受信すると見込まれ
るグループサービス情報の統計を収集するときに、セル内のUEがセルから移動した場合は
、基地局は、セルから移動したUEを除外する必要がある。ここで、特定の実装方法が提供
される。基地局の受信モジュール33は、第1のセルのUEが送信した第2の情報を受信するよ
うにさらに構成され、第2の情報は、UEが第1のセルにハンドオーバーするか、または第1
のセルを再選択する前に、UEが位置していた元セルに関する情報を含む。すなわち、基地
局は、UEが第1のセルにハンドオーバーするか、または第1のセルを再選択する前に、第1
のセルのUEが位置していた元セルに関する情報を取得する。次に、送信モジュール32は、
第2の情報を送信するUEの元セルに第3の情報を送信し、第3の情報は、第2の情報を送信す
るUEに関する情報を含む。第3の情報を受信した後に、元セルは、第2の情報を送信し、か
つそのことが第3の情報に含まれているUEが、第1のセルに移動するか、または第1のセル
を再選択したと判定してもよく、次に、受信が見込まれるグループサービス情報の量を集
計するとき、またはセル内のUEの数を数えるときに、元の基地局は、第2の情報を送信す
るUEを除外する。
【００７８】
　また、図3または図4に示す実施形態において、スケジューリングPTM伝送の構成情報は
、スケジューリングPTM伝送の無線ネットワーク一時識別情報（Radio Network Temporary
 Identity、RNTI）、スケジューリングPTM伝送に対応する一時マルチキャストグループ識
別情報（Temporary Multicast Group Identity、TMGI）、および／またはスケジューリン
グPTM伝送で用いられる資源構成情報を含み、スケジューリングPTM伝送のRNTIは、スケジ
ューリングPTM伝送に用いられるRNTIをUEに示すために用いられ、スケジューリングPTM伝
送に対応するTMGIは、スケジューリングPTM伝送のRNTIスケジューリングのMBMSサービス
識別子を示すために用いられ、そしてスケジューリングPTM伝送で用いられる資源構成情
報は、スケジューリングPTM伝送で用いられるサブフレームおよび／または周波数資源構
成情報を含む。基地局が送信した前述の情報を受信した後に、第1のセルのUEは、基地局
がスケジューリングPTM伝送を行う必要があると判定し、基地局が送信したデータを受信
するために、対応する識別子または資源を用いてもよい。
【００７９】
　また、図3または図4に示す実施形態では、処理モジュール31は、送信モジュール32が、
第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報を送信する前に、第1のセルに隣
接するセルのスケジューリングPTM伝送のサービスリストを決定するようにさらに構成さ
れ、かつ送信モジュール32は、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報、
および第1のセルに隣接するセルのスケジューリングPTM伝送のサービスリストを送信する
ように特に構成される。
【００８０】
　具体的には、UEは移動状態であってもよい。したがって、第1のセルのUEは、第1のセル
に隣接するセルに移動してもよい。第1のセルのUEが、基地局が送信したスケジューリン
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グPTM伝送データを受信しているときに、UEが第1のセルに隣接するセルに移動すると、UE
はスケジューリングPTM伝送データの受信を継続できない場合がある。この問題を解決す
るために、処理モジュール31は、送信モジュール32が、第1のセルのUEに、スケジューリ
ングPTM伝送の構成情報を送信する前に、第1のセルに隣接するセルのスケジューリングPT
M伝送のサービスリストを決定するようにさらに構成される。第1のセルに隣接するセルの
スケジューリングPTM伝送のサービスリストは、第1のセルに隣接するセルによって送信さ
れる、PTM伝送サービスデータを含む。第1のセルのUEが、第1のセルに隣接するセルのス
ケジューリングPTM伝送のサービスリストを受信した後に、UEが第1のセルに隣接するセル
に移動したときに、隣接するセルもまたスケジューリングPTM伝送を実行しており、スケ
ジューリングPTM伝送サービスが、第1のセルのスケジューリングPTM伝送サービスと同一
の場合は、UEは、隣接するセルで、スケジューリングPTMデータの受信をそのまま継続し
てもよい。
【００８１】
　また、図3または図4に示す実施形態では、送信モジュール32は、システム情報を用いて
、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報をブロードキャストするか、ま
たは専用のメッセージを用いて、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報
を送信するように特に構成される。
【００８２】
　また、図3または図4に示す実施形態では、送信モジュール32は、システム情報を用いて
、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報をブロードキャストする前に、
ページングメッセージを用いて、システム情報からスケジューリングPTM伝送の構成情報
を読み出すことを第1のセルのUEに命令するようにさらに構成され、ページングメッセー
ジは、スケジューリングPTM伝送のRNTIを用い、あるいはページングメッセージは、スケ
ジューリングPTM伝送の構成情報を読み出すための指示を含む。
【００８３】
　具体的には、送信モジュール32が、システム情報を用いて、第1のセルのUEに、スケジ
ューリングPTM伝送の構成情報をブロードキャストする必要がある場合、送信モジュール3
2は、ブロードキャストする前に、ページング（paging）メッセージを用いて、第1のセル
のUEに、システム情報からスケジューリングPTM伝送の構成情報を読み出すことをさらに
命令する必要がある。基地局がブロードキャストするシステム情報は、比較的多くのコン
テンツを含み、基地局の配下の全てのUEにブロードキャストされ、かつ送信される。した
がって、処理モジュール31が、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決
定した後に、送信モジュール32は、システム情報からスケジューリングPTM伝送の構成情
報を読み出すことをUEに命令するために、第1のセルのUEにページングメッセージを送信
する必要がある。次に、基地局が、システム情報を用いて、第1のセルのUEに、スケジュ
ーリングPTM伝送の構成情報をブロードキャストした後に、第1のセルのUEは、システム情
報からスケジューリングPTM伝送の構成情報を取得することができる。
【００８４】
　図5は、本発明の実施形態による、UEの実施形態1の概略構造図である。図5に示すよう
に、この実施形態のUEは、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信
するように構成された、受信モジュール51と、構成情報の指示に従って、基地局がスケジ
ューリングPTM伝送資源で送信したデータを受信することを決定するように構成された、
処理モジュール52とを含み、受信モジュール51は、構成情報の指示に従って、基地局がス
ケジューリングPTM伝送資源で送信したデータを受信するようにさらに構成される。
【００８５】
　具体的には、本実施形態で提供されるUEは、図2に示すMBMSシステムのアーキテクチャ
に適用される。UEは、受信モジュール51と、処理モジュール52とを備える。
【００８６】
　現行のMBMS技術では、基地局が、PTM伝送を行う必要があると判定したときに、全ての
基地局がBMSCからブロードキャスト・マルチキャスト・データを受信して、各基地局が、
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提供された全てのセルで、ブロードキャスト・マルチキャスト・データを送信し、基地局
の配下の全てのUEが、ブロードキャスト・マルチキャスト・データを受信している。した
がって、資源の利用率は低い。しかしながら、この実施形態で提供するUEでは、最初に、
処理モジュール31が、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信し、
処理モジュール52が、構成情報の指示に従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資源
で送信したデータを受信することを決定した後に、受信モジュール51が、構成情報の指示
に従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送信したデータを受信する。言い換
えれば、基地局がPTM伝送を実行するときに、基地局の配下の全てのUEがPTM伝送データを
受信するのではなく、UEはまず、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報
を受信し、スケジューリングPTM伝送の構成情報は、基地局が第1のセルでスケジューリン
グPTM伝送を開始することを決定した後に、基地局によって第1のセルのUEに送信される。
基地局は、PTM伝送をセル毎の粒度で行い、ネットワーク全体でPTC伝送を行う必要はない
。スケジューリングPTM伝送は、第1のセルのUEが、スケジューリングPTM伝送資源で、デ
ータを受信できるようにするために用いられる。言い換えれば、スケジューリングPTM伝
送の目的は、セル毎の粒度でPTM伝送を行うことである。
【００８７】
　この実施形態で提供される基地局は、セル毎の粒度でPTM伝送を行う。したがって、基
地局が、あるセルでPTM伝送を行う必要がないと判断したときは、基地局は、そのセルで
スケジューリングPTM伝送を開始せず、セル内のUEは、基地局が送信したスケジューリン
グPTM伝送の構成情報を受信せず、その結果、そのセルにはPTM伝送用の伝送資源を割り当
てる必要がなく、これによって、伝送資源を節約して、資源の利用率を高める。
【００８８】
　この実施形態で提供するUEは、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報
を受信し、次に、構成情報の指示に従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送
信したデータを受信することを決定し、最後に、構成情報の指示に従って、基地局がスケ
ジューリングPTM伝送資源で送信したデータを受信する。したがって、PTM伝送を柔軟に行
うことができ、伝送資源を節約し、資源の利用率を高める。
【００８９】
　図6は、本発明の実施形態による、UEの実施形態2の概略構造図である。図6に示すよう
に、この実施形態のUEは、図5に基づいて、
　受信モジュール51が、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信す
る前に、基地局に第1の情報を送信するように構成された、送信モジュール53をさらに備
え、第1の情報は、UEが受信すると見込まれるグループサービス情報を含み、かつ第1の情
報は、UEが位置するセル内の各UEが送信した第1の情報に従って、UEが位置するセルで、
スケジューリングPTM伝送を開始するかどうかを、基地局が決定できるようにするために
用いられる。
【００９０】
　具体的には、UEの送信モジュール53は、音声型情報、テキスト型情報、映像型情報、ま
たは別の分類方法で分類されたグループサービス情報等の、UEが関与するグループサービ
ス情報を基地局に送信してもよく、この情報は、第1の情報と呼ばれる。受信モジュール5
1が、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信する前、および送信モ
ジュール53が、第1の情報を基地局に送信した後に、基地局は、そのUEが位置するセルに
位置する全てのUEが送信した第1の情報を収集し、次に、基地局は、第1のセルのUEが送信
した第1の情報において、受信が見込まれる同一のグループサービス情報の量が、予め設
定された閾値を超えるかどうかを判断する。この量が予め設定された閾値を超える場合、
基地局は、第1のセルのUEの中で、多数のユーザが特定のグループサービス情報を受信す
る見込みであると判定することができ、したがって、第1のセルでスケジューリングPTM伝
送を開始することを決定してもよい。また、スケジューリングPTM伝送は、受信が見込ま
れ、かつその量が予め設定された閾値を超える、グループサービス情報を伝送するために
用いられる。基地局は、第1のセルのUEが受信すると見込まれるグループサービス情報に
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従って、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始するかどうかを決定し、第1のセル
のUEが受信すると見込まれる同一のグループサービス情報の量が、予め設定された閾値を
超えるときのみ、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定する。した
がって、セルにおいて、UEが受信すると見込まれる同一のグループサービス情報の量が極
端に少ないか、またはUEが受信すると見込まれる同一のグループサービス情報が存在しな
いときは、基地局は、セルでPTM伝送を開始することを決定せず、UEが存在しないか、ま
たは極端に少数のUEしか存在しないセルでPTM伝送を開始することが原因で、資源効率が
極端に低下する問題を回避する。
【００９１】
　また、図6に示す実施形態では、送信モジュール53は、基地局に第2の情報を送信するよ
うにさらに構成され、第2の情報は、UEが、UEが位置するセルにハンドオーバーするか、
またはUEが位置するセルを再選択する前に、UEが位置していた元セルに関する情報を含み
、かつ第2の情報は、基地局が、UEの元セルが属する元の基地局に、第3の情報を送信でき
るようにするために用いられ、第3の情報は、UEに関する情報を含み、かつ第3の情報は、
受信が見込まれるグループサービス情報の量を集計するときに、元の基地局がそのUEを除
外できるようにするために用いられる。
【００９２】
　具体的には、移動体通信において、UEは移動状態であってもよく、したがってUEは、セ
ル間でハンドオーバーされる場合がある。本発明のこの実施形態の事例を参照すると、基
地局がセル内のUEにグループ通信サービスを提供するときに、セル内のUEがセルから移動
した場合は、基地局はUEにグループ通信サービスを提供することができない。したがって
、UEの送信モジュール53は、基地局に第2の情報を送信するようにさらに構成され、第2の
情報は、UEが第1のセルにハンドオーバーするか、または第1のセルを再選択する前に、UE
が位置していた元セルに関する情報を含む。第2の情報を受信した後に、基地局は、第2の
情報を送信するUEの元セルに第3の情報を送信し、第3の情報は、第2の情報を送信するUE
に関する情報を含む。第3の情報を受信した後に、元セルは、第2の情報を送信し、かつそ
のことが第3の情報に含まれているUEが、第1のセルに移動するか、または第1のセルを再
選択したと判定してもよく、次に、受信が見込まれるグループサービス情報の量を集計す
るとき、またはセル内のUEの数を数えるときに、元の基地局は、第2の情報を送信するUE
を除外する。
【００９３】
　また、図5または図6に示す実施形態では、スケジューリングPTM伝送の構成情報には、
スケジューリングPTM伝送のRNTI、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGI、および／ま
たはスケジューリングPTM伝送で用いられる資源構成情報が含まれ、スケジューリングPTM
伝送のRNTIは、スケジューリングPTM伝送に用いられるRNTIをUEに示すために用いられ、
スケジューリングPTM伝送に対応するTMGIは、スケジューリングPTM伝送のRNTIスケジュー
リングのMBMSサービス識別子を示すために用いられ、そしてスケジューリングPTM伝送で
用いられる資源構成情報は、スケジューリングPTM伝送で用いられるサブフレームおよび
／または周波数資源構成情報を含む。
【００９４】
　また、図5または図6に示す実施形態では、処理モジュール52は、スケジューリングPTM
伝送に対応するTMGIに従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送信したデータ
を受信することを決定するように、かつスケジューリングPTM伝送のRNTIに従って、基地
局がスケジューリングPTM伝送資源で送信したデータが用いるRNTIを受信することを決定
するように特に構成され、
　受信モジュール51は、RNTIに従って、スケジューリングPTM伝送で用いられる資源構成
情報が指示した伝送資源で、基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送信したデータを
受信するように特に構成される。
【００９５】
　また、図5または図6に示す実施形態では、受信モジュール51は、基地局が送信したスケ
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ジューリングPTM伝送の構成情報、およびUEが位置するセルに隣接するセルの、スケジュ
ーリングPTM伝送のサービスリストを受信するように特に構成され、処理モジュール52は
、UEが位置するセルに隣接するセルが、スケジューリングPTM伝送データを送信している
かどうかを判定し、UEが位置するセルから、UEが位置するセルに隣接するセルにUEが移動
したときに、UEが位置するセルに隣接するセルが、スケジューリングPTM伝送データを送
信しているかどうかに従って、スケジューリングPTM伝送、またはユニキャストベアラの
トリガ成立によって、データ受信の継続を決定するようにさらに構成される。
【００９６】
　具体的には、UEは移動状態であってもよい。したがって、UEは、UEが位置するセルに隣
接するセルに移動してもよい。UEが、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送データ
を受信しているときに、UEがそのセルに隣接するセルに移動すると、UEはスケジューリン
グPTM伝送データの受信を継続できない場合がある。この問題を解決するために、基地局
が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信するときに、UEの受信モジュール5
1は、基地局が送信した、UEが位置するセルに隣接するセルの、スケジューリングPTM伝送
のサービスリストを受信するようにさらに構成される。UEが位置するセルに隣接するセル
のスケジューリングPTM伝送のサービスリストは、UEが位置するセルに隣接するセルによ
って送信される、PTM伝送サービスデータを含む。受信モジュール51が、UEが位置するセ
ルに隣接するセルの、スケジューリングPTM伝送のサービスリストを受信した後に、処理
モジュール52は、UEが位置するセルに隣接するセルが、スケジューリングPTM伝送データ
を送信しているかどうかを判定することができる。UEが位置するセルに隣接するセルに、
UEが移動したときに、隣接するセルもまたスケジューリングPTM伝送を実行しており、ス
ケジューリングPTM伝送サービスが、UEが位置するセルのスケジューリングPTM伝送サービ
スと同一の場合は、UEは、隣接するセルで、スケジューリングPTMデータの受信をそのま
ま継続することができる。
【００９７】
　また、図5または図6に示す実施形態では、受信モジュール51は、システム情報を用いて
、UEが位置するセルで、基地局がブロードキャストしたスケジューリングPTM伝送の構成
情報を受信するか、または専用のメッセージを用いて、基地局が送信したスケジューリン
グPTM伝送の構成情報を受信するように特に構成される。
【００９８】
　また、図5または図6に示す実施形態では、システム情報を用いて、UEが位置するセルで
、基地局がブロードキャストしたスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信する前に、
受信モジュール51は、基地局が送信したページングメッセージを受信するようにさらに構
成され、ページングメッセージは、システム情報からスケジューリングPTM伝送の構成情
報を読み出すことをUEに命令するために用いられ、ページングメッセージは、スケジュー
リングPTM伝送のRNTIを用い、あるいはページングメッセージは、スケジューリングPTM伝
送の構成情報を読み出すための指示を含む。
【００９９】
　具体的には、受信モジュール51が受信する前に、システム情報を用いて、基地局が送信
したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信する必要がある場合は、受信モジュール5
1は、ページング（paging）メッセージを用いて、基地局が、システム情報でスケジュー
リングPTM伝送の構成情報を送信することをさらに知る必要があり、これによって、シス
テム情報からスケジューリングPTM伝送の構成情報を読み出す。基地局がブロードキャス
トするシステム情報は、比較的多くのコンテンツを含み、基地局の配下の全てのUEにブロ
ードキャストされ、かつ送信される。したがって、システム情報を用いて、UEが位置する
セルで、基地局がブロードキャストしたスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信する
前に、受信モジュール51は、基地局が送信したページングメッセージを受信することがさ
らに必要になり、ページングメッセージは、システム情報からスケジューリングPTM伝送
の構成情報を読み出すことをUEに命令するために用いられ、ページングメッセージは、ス
ケジューリングPTM伝送のRNTIを用い、あるいはページングメッセージは、スケジューリ
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ングPTM伝送の構成情報を読み出すための指示を含む。
【０１００】
　図7は、本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態1のフローチャートであ
る。図7に示すように、この実施形態における方法は、以下のステップを含む。
【０１０１】
　ステップS701：基地局が、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定
し、スケジューリングPTM伝送は、第1のセルのUEが、スケジューリングPTM伝送資源で、
データを受信できるようにするために用いられる。
【０１０２】
　ステップS702：基地局が、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報を送
信し、構成情報は、第1のセルのUEが、構成情報の指示に従ってデータを受信できるよう
にするために用いられる。
【０１０３】
　ステップS703：基地局が、スケジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従って
データを送信する。
【０１０４】
　この実施形態で提供されるグループ通信方法は、図3に示す基地局の処理を完了させる
ために用いられ、同様の実装原理、および技術的効果を有し、詳細についてはここで再度
説明しない。
【０１０５】
　図8は、本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態2のフローチャートであ
る。図8に示すように、この実施形態における方法は、以下のステップを含む。
【０１０６】
　ステップS801：基地局が、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定
し、スケジューリングPTM伝送は、第1のセルのユーザ機器（user equipment、UE）が、ス
ケジューリングPTM伝送資源でデータを受信できるようにするために用いられる。
【０１０７】
　ステップS802：基地局が、MBMSゲートウェイにマルチキャスト加入要求メッセージを送
信する。
【０１０８】
　ステップS803：基地局が、MBMSゲートウェイが送信したデータを受信する。
【０１０９】
　ステップS804：基地局が、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報を送
信し、構成情報は、第1のセルのUEが、構成情報の指示に従ってデータを受信できるよう
にするために用いられる。
【０１１０】
　ステップS805：基地局が、スケジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従って
、MBMSゲートウェイから受信したデータを送信する。
【０１１１】
　この実施形態で提供されるグループ通信方法は、図4に示す基地局の処理を完了させる
ために用いられ、同様の実装原理、および技術的効果を有し、詳細についてはここで再度
説明しない。
【０１１２】
　また、図7または図8に示す実施形態では、基地局によって、第1のセルでスケジューリ
ングPTM伝送を開始することを決定するステップの前に、本方法は、基地局によって、上
位ネットワーク装置が送信した、第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通知メッセ
ージを受信するステップであって、上位ネットワーク装置は、MCE、MME、またはアプリケ
ーションサーバを含む、ステップをさらに含み、基地局によって、第1のセルでスケジュ
ーリングPTM伝送を開始することを決定するステップは、基地局が、第1のセルのスケジュ
ーリングPTM伝送開始の通知メッセージを受信したときに、基地局によって、第1のセルで
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スケジューリングPTM伝送を開始することを決定することを含む。
【０１１３】
　また、図7または図8に示す実施形態では、基地局によって、上位ネットワーク装置が送
信した、第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通知メッセージを受信するステップ
は、基地局によって、上位ネットワーク装置が送信したMBMSタスク開始メッセージを受信
することを含み、MBMSタスク開始メッセージは、第1のセルのスケジューリングPTM伝送開
始の通知メッセージを含み、第1のセルのスケジューリングPTM伝送開始の通知メッセージ
は、第1のセルの識別情報、またはスケジューリングPTM伝送の指示情報を伝達する。
【０１１４】
　また、図7または図8に示す実施形態では、基地局によって、第1のセルでスケジューリ
ングPTM伝送を開始することを決定するステップの前に、本方法は、基地局によって、上
位ネットワーク装置が送信した、第1のセルのUEに関する情報を受信するステップをさら
に含み、上位ネットワーク装置は、MCE、MME、またはアプリケーションサーバを含み、か
つ基地局によって、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定するステ
ップは、第1のセルのUEの数が予め設定された閾値を超える場合は、基地局によって、第1
のセルでのスケジューリングPTM伝送の開始を決定することを含む。
【０１１５】
　また、図7または図8に示す実施形態では、基地局によって、第1のセルでスケジューリ
ングPTM伝送を開始することを決定するステップの前に、本方法は、基地局によって、第1
のセルのUEが送信した第1の情報を受信するステップをさらに含み、第1の情報は、UEが受
信すると見込まれるグループサービス情報を含み、基地局によって、第1のセルでスケジ
ューリングPTM伝送を開始することを決定するステップは、第1のセルのUEが送信した第1
の情報において、受信が見込まれる同一のグループサービス情報の量が予め設定された閾
値を超える場合は、基地局によって、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始するこ
とを決定することを含み、スケジューリングPTM伝送は、受信が見込まれ、かつその量が
予め設定された閾値を超える、グループサービス情報を伝送するために用いられる。
【０１１６】
　図9は、本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態3のフローチャートであ
る。図9に示すように、この実施形態における方法は、以下のステップを含む。
【０１１７】
　ステップS901：基地局が、第1のセルでスケジューリングPTM伝送を開始することを決定
し、スケジューリングPTM伝送は、第1のセルのユーザ機器（user equipment、UE）が、ス
ケジューリングPTM伝送資源でデータを受信できるようにするために用いられる。
【０１１８】
　ステップS902：基地局が、MBMSゲートウェイにマルチキャスト加入要求メッセージを送
信する。
【０１１９】
　ステップS903：基地局が、MBMSゲートウェイが送信したデータを受信する。
【０１２０】
　ステップS904：基地局が、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報を送
信し、構成情報は、第1のセルのUEが、構成情報の指示に従ってデータを受信できるよう
にするために用いられる。
【０１２１】
　ステップS905：基地局が、スケジューリングPTM伝送資源で、構成情報の指示に従って
、MBMSゲートウェイから受信したデータを送信する。
【０１２２】
　ステップS906：基地局が、第1のセルのUEが送信した第2の情報を受信し、第2の情報は
、UEが第1のセルにハンドオーバーするか、または第1のセルを再選択する前に、UEが位置
していた元セルに関する情報を含む。
【０１２３】
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　ステップS907：基地局が、第2の情報を送信したUEの元セルが属する、元の基地局に第3
の情報を送信し、第3の情報は、第2の情報を送信したUEに関する情報を含み、かつ第3の
情報は、受信が見込まれるグループサービス情報の量を集計するときに、元の基地局が、
第2の情報を送信するUEを除外できるようにするために用いられる。
【０１２４】
　また、図7～図9に示す実施形態では、スケジューリングPTM伝送の構成情報には、スケ
ジューリングPTM伝送のRNTI、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGI、および／または
スケジューリングPTM伝送で用いられる資源構成情報が含まれ、スケジューリングPTM伝送
のRNTIは、スケジューリングPTM伝送に用いられるRNTIをUEに示すために用いられ、スケ
ジューリングPTM伝送に対応するTMGIは、スケジューリングPTM伝送のRNTIスケジューリン
グのMBMSサービス識別子を示すために用いられ、そしてスケジューリングPTM伝送で用い
られる資源構成情報は、スケジューリングPTM伝送で用いられるサブフレームおよび／ま
たは周波数資源構成情報を含む。
【０１２５】
　また、図7～図9に示す実施形態では、基地局によって、第1のセルのUEに、スケジュー
リングPTM伝送の構成情報を送信するステップの前に、本方法は、基地局によって、第1の
セルに隣接するセルのスケジューリングPTM伝送のサービスリストを決定するステップを
さらに含み、基地局によって、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報を
送信するステップは、基地局によって、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構
成情報、および第1のセルに隣接するセルのスケジューリングPTM伝送のサービスリストを
送信することを含む。
【０１２６】
　また、図7～図9に示す実施形態では、基地局によって、第1のセルのUEに、スケジュー
リングPTM伝送の構成情報を送信するステップは、基地局によって、システム情報を用い
て、第1のセルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報をブロードキャストすること
、または、基地局によって、専用のメッセージを用いて、第1のセルのUEに、スケジュー
リングPTM伝送の構成情報を送信することを含む。
【０１２７】
　また、図7～図9に示す実施形態では、基地局によって、システム情報を用いて、第1の
セルのUEに、スケジューリングPTM伝送の構成情報をブロードキャストすることの前に、
本方法は、基地局によって、ページングメッセージを用いて、システム情報からスケジュ
ーリングPTM伝送の構成情報を読み出すことを第1のセルのUEに命令するステップをさらに
含み、ページングメッセージは、スケジューリングPTM伝送のRNTIを用い、あるいはペー
ジングメッセージは、スケジューリングPTM伝送の構成情報を読み出すための指示を含む
。
【０１２８】
　図10は、本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態4のフローチャートで
ある。図10に示すように、この実施形態における方法は、以下のステップを含む。
【０１２９】
　ステップS1001：UEが、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信す
る。
【０１３０】
　ステップS1002：UEが、構成情報の指示に従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資
源で送信したデータを受信する。
【０１３１】
　この実施形態で提供されるグループ通信方法は、図5に示すUEの処理を完了させるため
に用いられ、同様の実装原理、および技術的効果を有し、詳細についてはここで再度説明
しない。
【０１３２】
　図11は、本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態5のフローチャートで
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ある。図11に示すように、この実施形態における方法は、以下のステップを含む。
【０１３３】
　ステップS1101：UEが、基地局に第1の情報を送信し、第1の情報は、UEが受信すると見
込まれるグループサービス情報を含み、かつ第1の情報は、基地局が、UEが位置するセル
内の各UEが送信した第1の情報に従って、UEが位置するセルでスケジューリングPTM伝送を
開始するかどうかを判定できるようにするために用いられる。
【０１３４】
　ステップS1102：UEが、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信す
る。
【０１３５】
　ステップS1103：UEが、構成情報の指示に従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資
源で送信したデータを受信する。
【０１３６】
　この実施形態で提供されるグループ通信方法は、図6に示すUEの処理を完了させるため
に用いられ、同様の実装原理、および技術的効果を有し、詳細についてはここで再度説明
しない。
【０１３７】
　また、図10または図11に示す実施形態では、UEによって、基地局が送信したスケジュー
リングPTM伝送の構成情報を受信するステップの前に、本方法は、UEによって、基地局に
第1の情報を送信するステップであって、第1の情報は、UEが受信すると見込まれるグルー
プサービス情報を含み、かつ第1の情報は、UEが位置するセル内の各UEが送信した第1の情
報に従って、UEが位置するセルで、スケジューリングPTM伝送を開始するかどうかを、基
地局が決定できるようにするために用いられる、ステップをさらに含む。
【０１３８】
　図12は、本発明の実施形態による、グループ通信方法の実施形態6のフローチャートで
ある。図12に示すように、この実施形態における方法は、以下のステップを含む。
【０１３９】
　ステップS1201：UEが、基地局に第1の情報を送信し、第1の情報は、UEが受信すると見
込まれるグループサービス情報を含み、かつ第1の情報は、基地局が、UEが位置するセル
内の各UEが送信した第1の情報に従って、UEが位置するセルでスケジューリングPTM伝送を
開始するかどうかを判定できるようにするために用いられる。
【０１４０】
　ステップS1202：UEが、基地局が送信したスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信す
る。
【０１４１】
　ステップS1203：UEが、構成情報の指示に従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資
源で送信したデータを受信する。
【０１４２】
　ステップS1204：UEが、基地局に第2の情報を送信し、第2の情報は、UEが、UEが位置す
るセルにハンドオーバーするか、またはUEが位置するセルを再選択する前に、UEが位置し
ていた元セルに関する情報を含み、かつ第2の情報は、基地局が、UEの元セルが属する元
の基地局に第3の情報を送信できるようにするために用いられ、第3の情報は、そのUEに関
する情報を含み、かつ第3の情報は、受信が見込まれるグループサービス情報の量を集計
するときに、元の基地局がそのUEを除外できるようにするために用いられる。
【０１４３】
　また、図10～図12に示す実施形態では、スケジューリングPTM伝送の構成情報には、ス
ケジューリングPTM伝送のRNTI、スケジューリングPTM伝送に対応するTMGI、および／また
はスケジューリングPTM伝送で用いられる資源構成情報が含まれ、スケジューリングPTM伝
送のRNTIは、スケジューリングPTM伝送に用いられるRNTIをUEに示すために用いられ、ス
ケジューリングPTM伝送に対応するTMGIは、スケジューリングPTM伝送のRNTIスケジューリ
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ングのMBMSサービス識別子を示すために用いられ、そしてスケジューリングPTM伝送で用
いられる資源構成情報は、スケジューリングPTM伝送で用いられるサブフレームおよび／
または周波数資源構成情報を含む。
【０１４４】
　また、図10～図12に示す実施形態では、構成情報の指示に従って、UEによって、基地局
がスケジューリングPTM伝送資源で送信したデータを受信するステップは、UEによって、
スケジューリングPTM伝送に対応するTMGIに従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資
源で送信したデータを受信することを決定するステップと、UEによって、スケジューリン
グPTM伝送のRNTIに従って、基地局がスケジューリングPTM伝送資源で送信したデータが用
いるRNTIを受信することを決定することと、UEによって、RNTIに従って、スケジューリン
グPTM伝送で用いられる、資源構成情報が指示した伝送資源で、基地局がスケジューリン
グPTM伝送資源で送信したデータを受信するステップとを含む。
【０１４５】
　また、図10～図12に示す実施形態では、UEによって、基地局が送信したスケジューリン
グPTM伝送の構成情報を受信するステップは、UEによって、基地局が送信したスケジュー
リングPTM伝送の構成情報、およびUEが位置するセルに隣接するセルの、スケジューリン
グPTM伝送のサービスリストを受信することと、UEによって、UEが位置するセルに隣接す
るセルが、スケジューリングPTM伝送データを送信しているかどうかを判定することとを
含み、本方法は、UEが位置するセルから、UEが位置するセルに隣接するセルにUEが移動し
たときに、UEによって、UEが位置するセルに隣接するセルが、スケジューリングPTM伝送
データを送信しているかどうかに従って、スケジューリングPTM伝送、またはユニキャス
トベアラのトリガ成立によって、データ受信の継続を決定するステップをさらに含む。
【０１４６】
　また、図10～図12に示す実施形態では、UEによって、基地局が送信したスケジューリン
グPTM伝送の構成情報を受信するステップは、システム情報を用いて、UEが位置するセル
で、基地局がブロードキャストしたスケジューリングPTM伝送の構成情報をUEによって受
信すること、または専用のメッセージを用いて、基地局が送信したスケジューリングPTM
伝送の構成情報をUEによって受信することを含む。
【０１４７】
　また、図10～図12に示す実施形態では、UEによって、システム情報を用いて、UEが位置
するセルで、基地局がブロードキャストしたスケジューリングPTM伝送の構成情報を受信
するステップの前に、本方法は、UEによって、基地局が送信したページングメッセージを
受信するステップをさらに含み、ページングメッセージは、システム情報からスケジュー
リングPTM伝送の構成情報を読み出すことをUEに命令するために用いられ、かつページン
グメッセージは、スケジューリングPTM伝送のRNTIを用い、あるいはページングメッセー
ジは、スケジューリングPTM伝送の構成情報を読み出すための指示を含む。
【０１４８】
　なお、本発明のこの実施形態における受信モジュール33は、基地局の受信機に対応して
いてもよく、あるいは基地局の送受信機に対応していてもよい。送信モジュール32は、基
地局の送信機に対応していてもよく、あるいは基地局の送受信機に対応していてもよい。
処理モジュール31は、基地局のプロセッサに対応していてもよい。ここで、プロセッサは
、中央処理装置（Central Processing Unit、CPU）、あるいは特定用途向け集積回路（Ap
plication Specific Integrated Circuit、ASIC）、または本発明のこの実施形態を実装
する、1つ以上の集積回路であってもよい。基地局はメモリをさらに有し、メモリは、命
令コードを記憶するように構成され、プロセッサは、メモリで命令コードを呼び出して、
前述の動作を実行するように、本発明のこの実施形態の受信モジュール33、および送信モ
ジュール32を制御する。
【０１４９】
　本発明のこの実施形態における送信モジュール53は、ユーザ機器の送信機に対応してい
てもよく、あるいはユーザ機器の送受信機に対応していてもよい。受信モジュール51は、
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ユーザ機器の受信機に対応していてもよく、あるいはユーザ機器の送受信機に対応してい
てもよい。処理モジュール52は、ユーザ機器のプロセッサに対応していてもよい。ここで
、プロセッサはCPU、あるいはASIC、または本発明のこの実施形態を実装する、1つ以上の
集積回路であってもよい。ユーザ機器はメモリをさらに有し、メモリは、命令コードを記
憶するように構成され、プロセッサは、メモリで命令コードを呼び出して、前述の動作を
実行するように、本発明のこの実施形態の送信モジュール53、および受信モジュール51を
制御する。
【０１５０】
　当業者であれば、本方法の実施形態のステップの全てまたは一部は、関連するハードウ
ェアに命令するプログラムによって実装され得ることが理解されよう。プログラムは、コ
ンピュータ可読記憶媒体に記憶されてもよい。プログラムが実行されると、本方法の実施
形態のステップが実行される。前述の記憶媒体には、ROM、RAM、磁気ディスク、光ディス
ク等の、プログラムコードを記憶可能な任意の媒体が含まれる。
【０１５１】
　最後に、前述の実施形態は、本発明を限定するのではなく、単に本発明の技術的解決策
を説明することを意図していることに留意されたい。本発明は、前述の実施形態を参照し
ながら詳細に説明されているが、前述の実施形態で説明した技術的解決策にさらに修正を
加え、あるいはその技術的特徴の一部または全てを均等物で置き換えてもよいことが、当
業者には理解されるべきである。従って、本発明の保護範囲は、特許請求の範囲の保護範
囲に属するものとする。
【符号の説明】
【０１５２】
　11　グループ通信サーバ
　12，13　基地局
　14，15，16，17，18　ユーザ機器（UE）
　21　ブロードキャスト・マルチキャスト・サービスセンター（BMSC）
　22　マルチセル／マルチキャスト調整制御エンティティ（MCE）
　23，24　基地局
　25，26，27，28，29　UE
　31　処理モジュール
　32　送信モジュール
　33　受信モジュール
　51　受信モジュール
　52　処理モジュール
　53　送信モジュール
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